
令和 4 年５⽉２7 ⽇ 
 

令和４年度 PTA 総会および教育⽂化基⾦総会 

 
 
１．PTA 総会 
 
  （１）学校⻑ 挨拶 
  （２）定⾜数 確認 
  （３）PTA 会⻑ 挨拶 
  （４）役員紹介 
  （５）議⻑選出 
  （６）議事 
      ①  令和３年度活動 報告     
      ② 令和３年度会計決算 報告   
      ③  令和３年度 PTA 特別会計決算 報告  
      ④ 令和３年度会計監査 報告   
      ⑤ 令和３年度活動計画案 提案  
      ⑥ 令和４年度予算案 提案    
  （７）副校⻑挨拶 
 
 
２．教育⽂化基⾦総会 
 
  （１）教育⽂化基⾦代表 挨拶 
  （２）役員紹介 
  （３）議事 
      ① 令和３年度決算 報告    
      ②  令和３年度会計監査 報告   
      ③  令和４年度予算案 提案    
  （４）その他 
 



令和４（2022）年５⽉２7 ⽇ 
 

令和 3（2021）年度 PTA 活動報告 

 
2021 年度東京学芸⼤学附属国際中等教育学校 
PTA 運営委員会 

 
「保護者と教員の相互理解と親睦を図り、東京学芸⼤学附属国際中等教育学校の⽣徒の教育に資する

ことを⽬的」するという活動⽅針に従い、下記の活動を⾏った。 
 
１、クラス委員 
（１）令和 2 年度から開始した古本寄付「チャリボン」の⽀援活動を 2 ⽇間⾏った。今回は⽣徒が中⼼

となり、町内会や地域のご協⼒も得ることができた。この活動により計 732 冊分の査定⾦額 27,971
円を学校に寄付をすることができた。また、この活動を通して新型コロナウィルスの影響で実現で
きなかったクラス委員同⼠の親睦を図ることができ⼤変有意義な活動となった。 

（２）新型コロナウィルスによるまん延防⽌等重点措置によりクラス親睦会を実施する事ができなかっ
た。 

（３）⽣徒のみ参加のスクールフェスティバルとなり、パトロール及びスクールフェスティバルにおい
ての Shop PTA の販売⽀援は中⽌となった。 

（４）令和 4 年度の新委員選出を対⾯式保護者会時に⾏った。 
 
２、広報委員 

下記の通り年３回の「Harmonia」の発⾏を⾏い、広報委員との親睦を図るとともに、保護者と教員の
相互理解を図る機会とすることができた。 
第１号 先⽣紹介 
第２号  スポ祭、スクールフェスティバル、卒業⽣インタビュー 
第３号 部活動紹介、DP 特集、富⼠ワークキャンプ、サイエンスフィールドワーク、校外学習 

 
３、Shop PTA 

・例年⾏っているポロシャツ・パーカー等のオリジナル商品の企画・準備・販売をスクールフェスティ
バルが⽣徒のみ参加の開催となったため、現物等のサンプル品の展⽰や販売案内を掲⽰し、オンライ
ン申込等による受注販売を⾏った。 

・刺繍パーカー、プリントパーカーについては、新⾊を追加しカラーバリエーションを増やした。 
・これらの活動により、スクールフェスティバルが⽣徒のみ参加のため、保護者全般との親睦を図るこ

とができなかったが、PTA 運営委員会と⽣徒との交流ができ、また、⽣徒や保護者の学校への関⼼を
より深める機会を作ることができた。 

・収益⾦ 635,598円のうち、⽣徒会に 300,000 円の寄付を⾏った。残額については、翌年度以降に向け

藤木正史
PTA総会：議事①



PTA 特別会計の留保⾦とした。 
 
４、⽣徒会との交流 

例年実施している PTA 特別会計から⽣徒会への寄付⾦贈呈式の際に前期・後期⽣徒会の思いやニ
ーズを聞く機会を持つことができた。 

 
５、役員会、運営委員会 
（１）役員会を３回開催した。 
（２）運営委員会を２回開催した。 
（３）新型コロナウィルス対策として ZOOMによるオンライン会議等を活⽤した。 
 
６、会計 

教育⽂化基⾦、PTA 会計及び PTA 特別会計の会計報告及び監査報告をご参照ください。 
 
７、書記 
（１）PTA 運営委員会だよりにて活動を会員にお知らせした。 
（２）PTA役員会及び PTA 運営委員会等の議事録を作成し保管した。 
 
８、財務 
（１）教育⽂化基⾦、PTA 会計及び PTA 特別会計の会計報告及び監査報告をご参照ください。 
（２）上記「Shop PTA」に記載の通り、収益⾦を⽣徒会へ寄付した。また、⼀部を PTA 活動の経費に充

当した。 
（３）学校が⾏うファンドレイジングの⽀援として、「１、クラス委員」に記載の通り「チャリボン」に

よる寄付活動を⾏った。 



藤木正史
PTA総会：議事②・議事④



藤木正史
PTA総会：議事③・議事④



令和４（２０２２）年５⽉２７⽇ 
 

令和４（２０２２）年度 PTA 活動計画 

 
2022 年度東京学芸⼤学附属国際中等教育学校 
PTA 運営委員会 

 
活動⽅針 

本校の PTA は「保護者と教員の相互理解と親睦を図り、東京学芸⼤学附属国際中等教育学校の⽣徒の
教育に資する事を⽬的としている。」という⽅針に従い下記の活動を⾏っていく。 
 
１、クラス委員 
（１）保護者の親睦を図る事を⽬的とし、学年親睦会を企画し開催する。今年度は各学年９⽉以降の開催

を計画する。 
（２）スクールフェスティバルおいて、校内や校庭など学校敷地内のパトロールを⾏う。その際、学校の

担当の先⽣⽅と場所やスケジュールの調整を⾏う。 
（３）Shop PTA のオリジナル商品の販売⽀援を⾏う。 
（４）学校が⾏う寄付募集活動(チャリボン)の⽀援を⾏う。 
（５）来年度のクラス委員等の委員選出作業を⾏う。 
（６）総会時の受付業務を⾏う。 
 
２、広報委員 

年３回の「Harmonia」を発⾏する。 
 第１回  先⽣紹介(先⽣に原稿を依頼し作成⽀援を⾏う。) 

第２回・第３回 学校⾏事及び学年⾏事、部活動紹介、その他学校⽣活情報、トピックス等 
 
３、Shop PTA 

（⽬的） 
・保護者及び教員の親睦を図る。 
・⽣徒や保護者の学校への愛着⼼を醸成する。 
・収益⾦の⼀部を⽣徒会に寄付し、学校に必要な機器備品等の購⼊に充てる事により、⽣徒がより豊

かな学校⽣活が送れるようにする。 
（内容） 

・例年通りポロシャツ・パーカー等のオリジナル商品を企画・準備・販売を⾏う。 
・好評のパーカー等のカラーバリエーションを検討し展開していく。 
・在庫を抱えないように受注販売を活⽤する。刺繍パーカーとプリントタイプのパーカーでは⽣地
素材、作成コストが違うため、現物⾒本展⽰等で分かりやすく周知する。 

藤木正史
PTA総会：議事⑤



・T-シャツのデザインを⽣徒から募集して、選考されたデザインについて業者に作成を依頼し販売
を⾏う。デザイン募集や選考を通じて⽣徒会との交流を図る。 

・収益⾦は、翌年度以降に向け PTA特別会計に留保⾦する額を除き、⽣徒会で必要な機器備品等の
購⼊に充てられ、寄付のような位置づけもある事を周知する。 

 ・今年度も新型コロナウイルス対策によりスクールフェスティバルの開催⽅法の変更が予想される
ため、例年通りの開催の場合やそれ以外の場合に対応できるように、オンライン申込等を利⽤した
販売⽅法を学校と相談の上実施する。 

 
４、⽣徒会との交流 

PTA 特別会計から⽣徒会に寄付を⾏う際などに⽣徒会の思いやニーズを聞く機会を設ける。新型
コロナウイルス対策として ZOOM等による⽅法も検討する。 

 
５、役員会、運営委員会 
（１）役員会を年６回程度開催する。 
（２）運営委員会を年４回程度開催する。 
（３）新型コロナウイルス対策として ZOOM等の活⽤もする。 
６、会計 
（１）教育⽂化基⾦の会計報告を適正に⾏う。 
（２）PTA 会計の会計報告を適正に⾏う。 
（３）PTA特別会計の資⾦の管理、会計記録の作成及び会計報告を適正に⾏う。 
（４）教育⽂化基⾦への理解を在校⽣保護者及び新⼊⽣保護者に周知する。 
（５）PTA 会計への理解を在校⽣保護者及び新⼊⽣保護者に周知する。 
 
７、書記 
（１）PTA 運営委員会だよりの原稿を作成し、PTA 運営委員会の活動を会員にお知らせする。 
（２）PTA役員会及び PTA 運営委員会等の議事録を作成する。 
 
８、財務 
（１）経費は⼊会⾦、会費をもってこれに充てる。 
（２）Shop PTA による収益⾦を PTA 活動⼜は⽣徒会活動に充てる。 
（３）学校が⾏う寄付募集活動等の⽀援を⾏う。 
 
９、その他 

保護者が学校に関する事で ZOOM等のオンライン環境が必要な場合は、学校のアカウント利⽤の
調整を⾏う。 



１）　収入の部

　　　項目 　　　金額 　　　　備　　　　　　考　　　　　

前年度繰越金 3,246,667

①入会金 1,130,000

②年会費 880,800

合計 5,257,467

２）　支出の部

項目 予算額 　　　　備　　　　　　考

①会議費 150,000 役員会・運営委員会会議費、交通費 等

②委員会費 1,100,000 各委員会活動、広報誌印刷費、交通費 等

③渉外費 2,700,000 全附連、関附連関係、共済掛金、総合補償保険、講演会 等

④庶務費 300,000 事務用品費、印刷代、慶弔費 等

⑤教育支援費 100,000 生徒の課題研究支援　等

⑥予備費 907,467

　　　合計 5,257,467

10,000円ｘ（16回生：94名＋編入生19名） 

1,200円ｘ（生徒681名　＋　教員53名）

令和４年５月２７日

令和４年度PTA予算案

藤木正史
PTA総会：議事⑥



藤木正史
文化基金総会：議事①・②



藤木正史
文化基金総会：議事③



東京学芸大学附属国際中等教育学校ＰＴＡ規約 
 

第 1条（名称・事務局） 本会は、東京学芸大学附属国際中等教育学校ＰＴＡと称し、事務局を東京学芸大学附

属国際中等教育学校内に設置する。 

第 2条（目的） 本会は、保護者またはその代理人（以下保護者という）と教員の相互理解と親睦を図り、また、

東京学芸大学附属国際中等教育学校（以下本校）の生徒の教育に資することを目的とする。 

第 3条（会員） 本会の会員は、在校生の保護者及び本校の教員とする。 

第 4条（経費） 本会の経費は、入会金、会費をもってこれにあてる。会費の額の改定は、総会において承認を

必要とする。本会の会計年度は４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わる。 

第 5条（総会） 総会は毎年、定期に開かれる。また、会長は、必要に応じ臨時総会を開くことができる。 

第 6条（総会の定足数） 総会の定足数は、会員の五分の一とする。議決は、出席者の過半数を必要とする。 

第 7条（役員・役員会） 本会に次の役員を置く。役員は役員会を構成する。 

会長１名（保護者）、副会長１名（保護者） 

会計２名（保護者および教員）、書記１名（保護者）１、庶務１名（教員） 

第 8条（役員の任期） 役員の任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。期間は会計年度に準じる。 

第 9条（役員の任務） 役員の任務は、次のとおりである。 

１．会長は本会を代表し、会務を統括する。 

２．副会長は会長を補佐し、会長が事情によりその職務を遂行できない場合は、それを代行する。 

３．会計は、本会の金銭出納、その他財政に関わる事務を行う。 

４．書記は、本会に関する運営の記録・保管に関わる事務を行う。２ 

５．庶務は、本会に関する文言の記録・保管をはじめ、庶務一般を行う。 

第 10 条（役員の選出） 保護者の中から選出する役員は、役員候補者推薦委員会の推薦にもとづく候補者名簿

の中から選挙により選出される。 

第 11条（委員会） 本会に、クラス委員会、広報委員会、役員候補者推薦委員会及び会計監査委員会を置く。 

第 12条（委員会の目的） 委員会の目的は、次のとおりである。 

１．クラス委員会は、会員相互の親睦を図るなどの業務を行う。 

２．広報委員会は、会報を発行するなど広報に関する業務を行う。 

３．役員候補者推薦委員会は、次年度役員候補者ならびクラス委員長、広報委員長３を会員の中から推

薦し候補者名簿を作成し、また、その選挙に関する業務を行う。 

４．会計監査委員会は、本会の会計に関する監査業務を行う。 

第 13条（委員会の構成） 委員会の構成は、次のとおりである。 

１．クラス委員会、広報委員会は、それぞれ各クラスから選ばれた１名の委員をもって構成する。 

２．役員候補者推薦委員会は、各学年から選ばれた２名の委員をもって構成する。 

３．会計監査委員会は、会員の中から選ばれた２名の委員をもって構成する。 

第 14条（運営委員会の設置と構成）本会に、運営委員会を置く。運営委員会は、役員、クラス委員長、広報委

員長、校長、副校長の計１１名４をもって構成する。 

第 15条（運営委員会の目的）運営委員会は、本会の活動に関する企画・運営・連絡調整を業務とする。 

第 16条（特別委員会） 特定の目的を遂行するために、役員会は、特別委員会を設けることができる。 

第 17条（規約改正） 規約は、総会において出席者の三分の二以上の賛成により改正することができる。 

第 18条（細則）本会の運営に関しての必要な細則は、運営委員会において定める。 

付則 この規約は、平成 19年４月１日から実施する。 

慶弔に関する細則 

１．会員が死亡した場合、10,000 円と供花をもって弔慰とする。 
２．本校生徒が死亡した場合、10,000 円と供花をもって弔慰とする。 
（補足）①弔慰は、別途、学年やクラスによる弔慰は行わない（個人、有志による弔慰はその限りではな

い）。 
②記名は「東京学芸大学附属国際中等教育学校ＰＴＡ」とする。 
③連絡は、当該学年および運営委員の範囲とする。 

３．その他、特別の慶弔については、運営委員会において決定する。 
                                                   
１ 平成２１年５月２２日 改訂 
２ 平成２１年５月２２日 改訂 
３ 平成２２年５月２１日 改訂 
４ 平成２１年５月２２日 改訂 



 

東京学芸大学附属国際中等教育学校教育文化基金規約 

 

第 1 条（名称及び事務局）本会は東京学芸大学附属国際中等教育学校教育文化基金と称し、事務局を本会の

定めるところに置く。 

第 2 条（目的）本会は、東京学芸大学附属国際中等教育学校（以下、国際中等教育学校と略す）の教育活動・

教育研究及び学校運営などに対する助成を通じて、教育文化の発展に寄与することを目的とする。 

第 3 条（会員）本会の会員は、会の目的に賛同する個人及び団体とする。ただし、国際中等教育学校の現職

教職員を除く。 

第 4 条（事業）本会は、第２条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

１ 教育活動助成金の募集 ２ 国際中等教育学校の教育活動等の助成 ３ その他、本会の趣旨

に沿った事業 

第 5 条（役員）本会の役員は、次のとおりとする。 

代表１名、副代表３名i 

第 6 条（役員の選出）会員の中から選出する役員は、役員候補者推薦委員会の推薦にもとづく候補者名簿の

中から選挙により選出される。 

第 7 条（役員の任期）役員の任期は１か年とする。ただし、再任は妨げない。期間は原則として会計年度に

準じる。 

第 8 条（役員の任務）役員の任務は、次のとおりとする。 

１ 代表は本会を代表し、会務を統括する。 

２ 副代表は代表を補佐し、代表が事情により職務遂行不能の場合は、その代行をする。 

第 9 条（役員会）本会に役員会を置く。役員会は、代表、副代表をもって構成し、代表の招集のもと、本会

の活動に関する諸事項について審議・決定する。役員会は定例会議を開き、また、必要なときに随

時会議を開く。 

第 10条（委員会）必要に応じて特別の委員会を設けることができる。これについての細則は、役員会におい

て定める。 

第 11条（事務局）本会の運営事務全般を処理するため、事務局を置く。事務局は本会の運営及び財政に関わ

る事務を行う。事務局職員は代表の委嘱による。 

第 12条（総会）毎年定期に総会を開く。役員会が必要と認めたとき、あるいは、会員の５分の１以上の要求

があった場合は、臨時に総会を開くことができる。総会は、代表が招集し、議長となる。議決は、

出席者の過半数を必要とし、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

第 13条（緊急事項）総会の議決を得なければならない事項で緊急を要する場合は、役員会がこれに代わって

議決することができる。この場合は、次期総会において承認を得なければならない。 

第 14条（会計監査）本会に会計監査を置き、会計監査を行う。会計監査は会員の互選による２名とする。 

第 15条（経費）本会の経費は、入会に際しての入会金及び年会費をもって支弁する。 

第 16条（教育活動助成金）教育活動助成金は、本会の目的及び事業に賛同する会員もしくは会員以外による

ものとし、代表が本会を代表して受納する。 

第 17条（会計年度）本会の会計年度は、学年度による。 

第 18条（顧問）本会に顧問を置くことができる。顧問は代表の諮問に応ずるものである。 

第 19条（連絡会）本会は関係する教育機関・団体と必要に応じて連絡会を設け、協議する。 

第 20条（規約改正）規約は、総会において出席者の３分の２以上の賛成により改正することができる。 

第 21条（細則）本会の運営に関しての必要な細則は、役員会において定める。 

付則 この規約は、平成19年４月１日から実施する。 
                                                   
i  平成２１年５月２２日改訂 


